
 

2016 年 5 月 17 日 

丸紅株式会社 

 

インドネシア・Cirebon3 石炭火力 IPP プロジェクト開発に係る覚書締結について 
 

丸紅株式会社（以下「丸紅」）と、韓国の Korea Midland Power Co., Ltd.（以下「Komipo」）、 

Samtan Co., Ltd.（以下「Samtan」）、インドネシアの PT. Indika Multi Energi Internasional （以

下「IMEI」）の４社は、インドネシア西ジャワ州 Cirebon（チレボン）地区にて既存の Cirebon

発電所（出力 660MW）および現在拡張工事中の Cirebon2 発電所（出力 1,000MW）の隣接

地に、Cirebon3 発電所（出力 1,000MW）を共同で開発することに合意し、2016 年 5 月 16

日に 4 社間にて共同開発に関する覚書を締結しました。 

 

インドネシア政府は、急激な経済成長下で逼迫する電力需要に対応すべく、2019 年までに

約 35GW*相当の発電設備容量を増強する計画を立てており、IPP 事業における海外企業の

貢献が喫緊の課題となっております。丸紅およびパートナー各社はインドネシアにおける

電力の安定供給を通じて、同国のさらなる経済成長に貢献すべく、本件の開発を進め、早

期実現を目指す所存です。 

 

丸紅は国内を含む全世界 22 カ国において総計 10GW 以上の持分発電容量を保有しており、

これまでの知見及びノウハウを活かし、アジアにおける電力の安定供給により各国の発展

に貢献していきます。 

以上 

 

＜Cirebon3 石炭火力発電プロジェクト概要＞ 

・所在地  ：インドネシア西ジャワ州 Cirebon 

・発電設備容量  ：1,000MW（超々臨界圧を採用予定） 

 

＜関係各社概要＞ 

●Korea Midland Power Co., Ltd 

・設立   ：2001 年 4 月 

・代表者  ：Chang Kil Chung (President & CEO) 

・所在地  ：韓国・ポリョン 

・業種   ：発電事業 

 

●Samtan Co., Ltd. 

・設立   ：1962 年 12 月 



 

・代表者  ：Joon Soo Han (CEO) 

・所在地  ：韓国・ソウル 

・業種   ：石炭に係る供給、販売、及び炭鉱事業 

 

●PT. Indika Multi Energi Internasional 

・設立   ：2012 年 9 月 

・代表者  ：Heru Dewanto (President Director) 

・所在地  ：インドネシア・ジャカルタ 

・業種   ：石炭に係る供給、販売、及び炭鉱事業、建設事業 

 

＜案件所在地＞ 

 
ジャカルタより東へ約 250km 

 

(*) 1GW＝100 万キロワット 
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